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1. 政治腐敗を浄化する政治改革

4.所得制限のない教育無償化と教育改革

7. 統治機構改革・地方分権 8.次代に合わせた「今」の憲法制度へ

5. 行政改革・公務員制度改革 6. 国民の命を守る外交安全保障

・企業団体献金と政策活動費の廃止
・調査研究広報滞在費など議員特権
  の可視化と見直し
・議員定数の大幅な削減・世襲制限

・幼児教育・高校において所得制限
  のない完全無償化
・教育の全過程の無償化及び教育の
  質の向上と教育機会の創出

・限界が明らかになった中央集権体制
  を打破
・副首都や道州制の実現により
  分権型・多極型社会へ転換

・高齢者医療制度の適正化による現役世代
  の社会保険料負担軽減
・年金は抜本改革して積立方式
  または最低所得保障制度を導入

・徹底したデジタル化・民間活用でスリム
  な行政へ
・適正な評価制度の導入と人材の
  流動化による政策立案集団へ

・教育の無償化や自衛隊の明記
・期限を区切って国民投票の
  実現を目指す

・消費税・所得税・法人税の減税
・既得権に囚われない大胆な規制改革で
  給料 UP

・我が国の「積極防衛能力」を
  着実に強化
・経済・資源エネルギー・食料
  を含めた総合安全保障

2.世代間不公平を打破する社会保障の抜本改革 3.可処分所得を倍増させる減税・成長戦略・規制改革

兵庫県議会議員5期連続当選。県政史上初めて
女性の兵庫県議会副議長として兵庫県政を牽引。
野球が大好き。尼崎市スポーツ少年団野球支部
相談役。兵庫盲導犬協会顧問。宅建尼崎支部顧
問。奄美群島の未来を拓く会事務局長。
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新しい尼崎創生へ

徳安淳子


